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各
個
研
究
メ
モ

㎜

ミ

ク

ロ
ネ

シ

ア

の
カ

ヌ
ー

の
構

造

と

建

造

須

藤

健

一

は
じ
め
に

キ
ャ
プ
テ
ン

・
ク
ッ
ク
は
、
十
入
世
紀
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
、
全
長
三

〇
メ
～
ト
ル
に
お
よ
ぶ
二
つ
の
船
体
を
横
木
で
つ
な
い
だ

「船
」
を
目

撃
し
て
い
る
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
は
、
十
七
世
紀
に
す
で
に
、
西
欧
の

帆
船
よ
り
速

い
ス
ピ
!
ド
で
帆
走
す
る

「船
」
が
あ

っ
た
こ
と
を
イ
ギ

リ
ス
の
航
海
者
、
ダ
ン
ピ
ア
が
報
告
し
て
い
る
。
こ
の

「船
」
は
、
船

体
の
片
側
に
腕
木
を
つ
け
、
三
角
帆
で
航
行
し
て
い
た
。
ま
た
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
モ
ル
ッ
カ
諸
島
で
は
、
船
体
の
両
側
に
腕
木
を
張
り
だ
し

た

「船
」
が
、
海
上
の
重
要
な
交
通
手
段
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
、
西

欧
の
船
乗
り
や
貿
易
者
が
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
船
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
カ
ロ
リ
ン
諸
島
で
は
w
a
a、

ハ

ワ
イ
で
w
a
'
a
、
タ

ヒ
チ
で
v
a
'
a

。、
ト

ン
ガ

で
v
a
k
a、

ブ
イ
ジ
ー
で

w
a
n
g
g
a

、

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
と

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
o
o
a
n
g
a

、

フ
ィ
リ
ピ

ン
で
b
a
n
k
a
、
そ
し
て
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は
l
a
k
a
と
よ
ば
れ

る
。
船
を
さ
す
こ
れ
ら
の
方
名
は
、
原
オ
ー
ス
ト

ロ
ネ
シ
ア
語
で

図 董 シングルアウ トリガー ・カヌーの分布

(Doran1981,P.78よ り)
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「船
」
を
あ
ら
わ
す
w
a
n
g
i
a
と
同
系
の
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
欧

米
で
は
い
ず
れ
も
カ
ヌ
ー
と
い
う
名
称
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
カ
ヌ
ー

の
語
源
は
、

カ
リ
ブ
海

の
イ

ン
デ
ィ
オ

(ア
ラ
ワ
ク
語
系
)
の
船 "
c
a
n
o
a
"

、
に
あ
り
、
英
語
で
c
a
n
o
e
と
表
記
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、

今
日
で
は
、
ク

ッ
ク
の
み
た
カ
ヌ
ー
は
ダ
ブ
ル

・
カ
ヌ
ー

(カ
タ
マ
ラ

ン
)
、
ダ
ン
ピ

ア
の
そ
れ
は
シ
ン
グ
ル

・
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
と
形
式
の
う

え
で
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
は
ダ
ブ
ル

・
ア
ウ

ト
リ
ガ
ー
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
他
方
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

の
住
民
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
先
住
民

マ
オ
リ
族

の
あ
い
だ
で
は
、

ゴ
ン
ド
ラ
船
型
の
大
型
手
漕
ぎ
カ
ヌ
ー
が
戦
闘
用
の
戦
艦
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
。
こ

の
カ
ヌ
ー
は
、
全
長
二
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
竜
骨
、

肋
骨
に
舷
側
板

を
張
り
合
わ
せ
る

「準
構
造
船
」
で
あ
る
。

　
カ
ヌ
ー
の
担

い
手
は
系
統
的
に
は
、

い
ず
れ
も
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア

語
族
に
属
す
人
び
と
で
あ
る
。
こ
の
ネ
シ
ア
世
界
で
も

つ
と
も
ひ
ろ
い

分
布
を
示
す
型
は
、
シ
ン
グ
ル

・
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
で
あ
る

(図
1
)
。

西
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
か
ら
、
東
は
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
い
た
る
ま
で
普
遍

的
に
分
布
す
る
。
こ
れ
は
ネ
シ
ア
世
界
の

「共
通
財
産
」
と
も
い
え
る
。

こ
の
カ
ヌ
ー
は
、
外
洋
を
高
速
で
帆
走
す
る
航
洋
性
の
点
で
は
、
他
の

二
つ
の
型

の
カ
ヌ
ー
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
安
定
性
に
か
け
る
。
し

た
が

っ
て
、
多
数
の
人
員
と
大
量
の
物
資
を
運
搬
す
る
船
に
は
適
さ
な

い
。
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
の
人
び
と
は
、
島

へ
の
定
住
後
、
大
規
模
な
移
住

を
く
り
返
す
必
要
が
な
く
、
島
と
島
と
の
間
を
速
く
往
来
す
る
た
め
に

速
力
を
増
す
カ
ヌ
ー
づ
く
り
の
技
術
を
発
達
さ
せ
て
き
た
。

　
現
在
、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
、
大
型
カ
ヌ
ー
を
建
造
し
、
数
百
キ
ロ
も
の

島
嗅
間
航
海
を
行

つ
て
い
る
の
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
申
央
カ
ロ
リ
ン

諸
島
だ
け
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
サ
タ
ワ
ル
島

の
シ

ン
グ
ル

・
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
構
造
と
建
造
法
の
特
徴
的
側
面
に
つ
い
て

記
述
す
る
。
オ
セ
ア
ニ
ア
の
カ
ヌ
ー
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、

カ

ヌ
1
の
構
造
に

つ
い
て
の
類
型
論
と
分
布
論

に
力
点

が
お
か
れ

[
H
o
r
n
e
l
l
,
 
1
9
3
6
,
 
1
9
4
6

]
、
そ
の
建
造
過
程
や
そ
れ
に
と
も
な
う
儀

礼
的
側
面
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
は
皆

無
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
本

稿
は
、
予
備
的
報
告
で
は
あ
る
が
、
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
サ
タ

ワ
ル
島
の
カ
ヌ
ー
の
横
…造
と
建
造
法
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
い
る
。

一　

サ
タ
ワ
ル
島
の
カ
ヌ
ー

　
サ
タ
ワ
ル
島
は
、
北
緯
七
度
二

一
分
、
東
経

一
四
七
度
二
分
に
位
置

す
る
周
囲
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
小
島
で
あ
る
。
.行

政
的
に
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ヤ
ッ
プ
州
に
属
す
。
こ
の
島
は
、
行

政
の
中
心
地
ヤ
ッ
プ
島
か
ら

一
、
○
○
○
キ

ロ
も
離

れ
た

「絶
海

の
孤

島
」
で
、
七
五
〇
人

(
一
九
九
〇
年
)
が
住
ん
で
い
る
。

　
現
在
で
も
、
島
に
は
、
二
～

二
か
月
に

一
度
、
ヤ

ッ
プ
か
ら

コ
ブ
ラ

の
買

い
付
け
と
物
資
輸
送
の
連
絡
船
が
訪
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
動
力
船

を
あ
て
に
で
き
な
い
島
の
人
び
と
は
、
大
型
帆
走
カ

ヌ
ー
に
よ
っ
て
、
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無
人
島

へ
の
漁
携
活
動
や
数
百
キ
ロ
離
れ
た
他
島
と
の
交
易
の
た
め
に
、

さ
か
ん
に
航
海
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
海
図
、
磁
気

コ
ン
パ
ス
、
六
分

儀
な
ど
を
用
い
な
い
で
、
潮
流
、
波
、
風
、
星
、
太
陽
な
ど
自
然
現
象

を
た
く
み
に
応
用
し
て
あ
み
だ
し
た
独
自
の
航
海
術
を
た
よ
り
に
海

へ

の
り
出
し
て
い
る

[
C
l
a
d
w
i
n
,
 
1
9
7
0
,

　

秋
道
、

一
九
八
〇
、

一
九

写真1　 アウ トリガー側から風 を受 け

　　　　帆走するカヌー。

八

一
a
、
b
、

一
九
八
六
、

一
九
八
八
、

須
藤

・
秋
道
、

一
九
八
三
]
。

し
た
が

っ
て
、
サ
タ
ワ
ル
は
、
「文
明
」
と
の
接
触
が
比
較
的
少
な

い

こ
と
も
あ

っ
て
、
伝
統
的
な
海
洋
文
化
を
今
に
伝
え

る
オ
セ
ア
ニ
ア
で

も
、
数
少
な
い
島
の

一
つ
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

-

　
近
年
、
彼
ら
の
こ
と
が
日
本
や
ア
メ
リ
カ
で
脚
光
を
あ
び
た
こ
と
が

あ
る
。

一
つ
は
、

一
九
七
五
年

の
沖
縄
海
洋
博
と

一
九
入
九
年

の
福

岡

・
ア
ジ

ア
太
平
洋
博

に
、
サ
タ
ワ
ル
の
六
人
の
男
が

一
そ
う

の
カ

ヌ
ー
を
操

っ
て
参
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
サ
タ
ワ
ル
か
ら
日

本
ま
で
、
三
、
○
○
○
キ
ロ
の
荒
海
を
制
覇
し
た
サ
タ
ワ
ル
の
航
海
術

の
優
秀
さ
を
実
証
し
た
。
ま
た
、

一
九
七
六
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立

二
〇
〇
年
祭

の
記
念
企
画
、
ハ
ワ
イ
ー
タ
ヒ
チ
問

四
、
五
〇
〇
キ
ロ
の

航
海
を
指
揮
し
た
の
も
サ
タ
ワ
ル
の
航
海
者
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
古

代

ハ
ワ
イ
の
ダ
ブ
ル

・
カ
ヌ
ー
を
復
元
し
、
伝
統
的
航
海
術
に
の
っ

と

っ
て
ハ
ワ
イ
人
の
故
郷

・
タ
ヒ
チ
島

へ
た
ど
り

つ
こ
う
と
い
う
実
験

航
海

で
あ

っ
た
。
こ
の
航
海
の
成
功
に
よ

っ
て
、
「サ
タ
ワ
ル
の
航
海

術
が
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
海
を
も
征
服
し
た
」
と
反
響
を

よ
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
サ
タ
ワ
ル
の
男
た
ち
は
、
今
で
も
文
明
の
力
に
頼

ら
ず
、
昔
な
が
ら

の
カ
ヌ
ー
を

つ
く
り
あ
げ
、
伝

統
的
な
航
海
術
に

よ

っ
て
大
洋
を
往
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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ニ
　

カ

ヌ
ー

の
構

造

　

ミ

ク

ロ

ネ

シ

ア

の

カ

ヌ
ー

の

形

式

に

つ

い

て

は
、

ホ

ー

ネ

ル



(
H
o
r
n
e
l
l
)

の
文
献

研

究

に
も

と

つ
く

詳
細

な
報

告

が
あ

る

[
H
o
r
n
e
l
l
,
 
1
9
3
6
]

そ
こ
で
は
、
カ
ヌ
ー
の
形
態
に
み
ら
れ
る
地
域

的
な
変
異
を
、
船
体
の
形
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
し
く
み
、
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
の
有
無

な
ど
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ホ
ー
ネ

ル
は
、
中
央

カ

ロ
リ

ン
の
ア
ウ
ト

リ
ガ
ー

・
カ

ヌ
ー
を
ポ
ポ
ー

(
p
o
p
o
)
型
と
分
類
し
、
と
く
に
、
外
洋
航
海
用
帆
走
カ
ヌ
ー
に
は
、 f
l
y
i
n
g
 
p
r
o
a

(
p
r
o
a

は

マ
レ
ー
語
、
「飛
ぶ
鳥
」
)
と

い
う
名
称
を
あ

た
え
て
い
る
。
こ
の
型
の
カ
ヌ
ー
の
特
徴
を
簡
単
に
記
述
す
る
と
、

つ

ぎ
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
る
[
H
o
r
n
e
l
l
,
 
i
b
i
d
.
:
3
4
5
]

。

　
1
.
船
体
は
左
右
が
非
対
称
で
、
船
首
と
船
尾
が
同
形
で
そ
り
上
が

　
　
　
り
、
そ
れ
ら
の
先
端
が
V
字
形
を
し
て
い
る
。

　
2
.
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
は
二
本
の
腕
木
か
ら
な
り
、
そ
れ
ら
の
先
端
部

　
　
　
分
が
下
方
に
湾
曲
し
、
Y
字
形
の
連
結
材
と
紐
で
浮
き
木
に
固

　
　
　
定
さ
れ
て
い
る
。

　
3
.
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
は
船
の
両
側
に
備
え

つ
け
ら
れ
、
ア
ウ
ト
リ

　
　
　
ガ
ー
側

の
形
は
三
角
形
を
し
て
い
る
。

　
ポ
ポ
ー
型

の
カ
ヌ
ー
に
は
、
帆
走
カ
ヌ
ー
だ
け
で
な
く
手
漕
ぎ
カ

ヌ
ー
も
含
ま
れ
る
が
、
ホ
ー
ネ
ル
は
後
者
に
つ
い
て
は
多
く
を
論
じ
て

い
な
い
。
現
在

で
も
、
中
央
カ
ロ
リ
ン
諸
島
で
は
、
こ
の
型
の
カ
ヌ
ー

が
漁
掛
活
動
な
ど
に
さ
か
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
島
の
人

び
と
は
、
カ
ヌ
ー
の
使
用
目
的
や
構
造
上
の
特
徴
な
ど
に
よ

っ
て
、
カ

ヌ
ー
を
、
さ
ら

に
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
細
分
し
て
い
る
。
サ
タ
ワ
ル

島
で
も
、
ポ
ポ
ー
型
に
属
す
カ
ヌ
ー
は
四
つ
の
型
に
大
別
さ
れ
る
。

　
サ
タ
ワ
ル
の
カ
ヌ
ー
、
ワ
ー

(
w
a
a
)
は
、
パ
パ
ー

(
p
a
p
a
)
と
ヤ

ワ
ン

(
y
a
w
a
n

)
に
大
別
さ
れ
る
。
パ
パ
ー
は
、
現
在
サ
タ
ワ
ル
島
で

使
用
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
カ
ヌ
ー
の
型
で
、
そ

の
総
数
は
建
造
中
の

も
の
を
含
め
る
と
五

一
そ
う
に
の
ぼ
る
。
パ
パ
ー
は
、
「
(巾
が
)
広

い
」
と

い
う
語
意
で
、
ホ
ー
ネ
ル
の
ポ
ポ
ー
型
に
相
当
す
る
。
こ
の
型

の
カ
ヌ
ー
は
、
w
a
a
 
s
e
r
a
k

な

い
し
w
a
a
 
n
i
w
a
a
y

、
m
w
a
n
 
n
i
 
p
w
i
n

、w
a
a
 
f
a
t
u
n

、
r
h
o
o
 
y
e
w

の
四

つ
で
、
そ
れ
ら
が
用

い
ら
れ
る
分
野
は
、

そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
型

に
類
別
さ
れ
た
カ

ヌ
ー
の
利
用
形
態
に
つ
い
て
は
別
稿

[須
藤
、

一
九
七
九
]
を
参
照
さ

れ
た
い
。
ヤ
ワ
ン
は
パ
パ
ー
よ
り
大
型
で
船
体

の
形
態
も
異
な
り
、
十

九
世
紀
に
サ
タ
ワ
ル
の
人
び
と
が
台
風
の
襲
撃
を
受
け
サ
イ
パ
ン
島
に

移
住
し
た
と
き
に
利
用
し
た
も
の
で
、
現
在
製
作

さ
れ
て
い
な
い
。

　
四
型
式
の
サ
タ
ワ
ル
島

の
カ
ヌ
ー
は
、
構
造
と
寸
法
に
お
い
て

一
定

の
基
準
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。
帆
走
型
と
そ
う

で
な
い
も
の
と
で
は
、

明
ら
か
に
構
造
上
の
相
違
が
生
ず
る
が
、
そ
れ
ら
の
船
体
の
構
成
に
お

い
て
は
共
通
し
て
い
る
。
船
体
ば
、
す
べ
て
の
型

の
カ
ヌ
ー
に
お
い
て
、

船
底

(竜
骨
)、
舷
側

(舷
縁
)、
船
首

・
船
尾
の
三
部
分
よ
り
構
成
さ

れ
る
。
船
底
は
、

一
本

の
丸
太
を
劇
り
抜

い
て
形
づ
く
ら
れ
、
こ
れ
に

船
首

・
船
尾
と
舷
側
板
お
よ
び
舷
縁
が
つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
る
。
最
も
小

型
の

一
人
乗
り
カ
ヌ
ー
で
も
、'
船
底
と
船
首

・
船
尾
は
別
個
に
つ
く
ら

.

れ
、
舷
側
板
は
使
用
さ
れ
な

い
が
舷
縁
が
馴
り
抜
か
れ
た
船
底
に
つ
な

47



が
る
構
造
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
サ
タ
ワ
ル
島

の
カ
ヌ
ー
に
は
、

一
本
の
木
を
剖
り
抜
い
て
つ
く
ら
れ
る
丸
木
船

(劇

り
船
)
は
存
在

し
な
い
。
帆
走
カ
ヌ
ー
に
な
る
と
最
低

一
枚
の
舷
側
板

が
、
竜
骨
の
両
側
に
張
り
合
わ
さ
れ
て
船
体
に
な
る
。

　
サ
タ
ワ
ル
島

の
カ
ヌ
ー
は
、
助
骨
材
を
用
い
な
い

"張
り
合
わ
せ
"

の
構
造
を
し
て
い
る
。
そ
の
大
き
さ
は
、
船
体

の
船
底
部
を
な
す
材
木

の
大
き
さ
に
も
と
つ
い
て
決
め
ら
れ
る
。
剖
り
抜
か
れ
た
竜
骨
部
に
ま

ず
船
首

・
船
尾
が
つ
な
が
れ
、
そ
れ
か
ら
、
舷
側
板
が
張
り
合
わ
さ
れ

る
。
そ
れ
ら
の
部
材
を
固
定
す
る
の
は
、
パ
ン
ノ
キ
の
樹
液
を
接
着
剤

に
コ
コ
ヤ
シ
の
実
の
繊
維
質
を
パ
ッ
キ
ン
グ
と
し
、

コ
コ
ヤ
シ
ロ
ー
プ

で
固
縛
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
構
造
は
、
水
中
で
の
横
か
ら
の
圧
力

に
た
い
し
て
弱

い
た
め
に
、
幅
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
舷
側
板
を
二

枚

つ
な
ぐ
程
度

の
船
高
が
限
度
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
外
洋
航
海
用
の
帆
走
カ
ヌ
ー
で
あ

る
ワ
ー

・
セ
ラ
ク

毛
鎚

ω興
鋳

(「帆
を

つ
け
た
カ
ヌ
ー
」
の
意
味
)

の
構
造
を
中
心
に

述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
カ
ヌ
ー
は
、
船
体
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
、

そ
の
反
対
側

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
マ
ス
ト
お
よ
び
帆
の
四
部
分
で

構
成
さ
れ
て
い
る

(図
2
)
。
こ
れ
ら
二
つ
の
型
の
帆
走
カ
ヌ
ー
の
構

造
は
、
基
本
的

に
は
共
通
し
て
い
る
が
、
船

の
サ
イ
ズ
と
船
体
に
わ
た

す
横
木
の
数
な
ど
で
異
な

っ
て
い
る
。
ま
ず
、
船
体
の
形
態
的
特
徴
に

つ
い
て
述
べ
よ
う
。

　
船
体
は
ホ
ー
ネ
ル
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
左
右
が
非
対
称
形
で

あ
る
。
ワ
ー

・
セ
ラ
ク
に
お
い
て
は
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー

(風
上
)
側
の

船
底
部
分
が
手

の
甲
の
巾
だ
け
、
そ
の
反
対

へ風
下
)
側
よ
り
も
高
く

削
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
側
の
ふ
く
ら
み
が
、

反
対
側
よ
り
も
上
方
部
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
海
中
で
受
げ
る

船
体
の
水
の
抵
抗
力
を
少
な
く
す
る
た
め
の
工
夫
で
、
そ
れ
に
よ

っ
て

カ
ヌ
ー
が
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
側
に
向
こ
う
と
す
る
傾
向
を
弱
め
る
こ
と
が

動索

垂直帆桁

水平帆桁マ ス ト

帆脚索

船首
プ ラ ッ トホー ム桁受け木
横木

第四横木

船尾

舷縁甲板腕木
舷側板

竜骨
荷台

浮き木

図2　 サタワルの帆走カヌー
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で
き
る
と
い
わ
れ
る
。

　
船
体
の
形
が
V
字
形
を
し
て
い
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
と
く

に
、
竜
骨
部
分
は
、
鋭
角
に
削
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
帆
走
中
に
リ
ー

ウ
エ
ー

(風
圧
差
に
よ
る
横
流
れ
)
を
抑
制
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
の
機
能
は
ヨ
ッ
ト
の
セ
ン
タ
ー
ボ
ー
ド
の
は
た
ら
き
に
相

当
す
る
。
し
か
し
、
船
底
部
の
凹
凸
お
よ
び
竜
骨
部
の

「突
起
」
だ
け

で
は
、
カ
ヌ
ー
を
直
進
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
補
助
具
を
使
用
す

る
。
こ
れ
が

「踏
み
罹
」
で
あ
る
。
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
と
船
体
と
が
直
交

す
る
角
度

(九
〇
度
)
よ
り
後
方
か
ら
風
を
受
け
て
カ
ヌ
ー
を
帆
走
さ

せ
る
と
き
に
は
、
か
な
ら
ず
こ
の
擢
を
使
う
。
そ
の
擢
は
全
長
三
メ
ー

ト
ル
、
巾
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
板
に
把
手
を

つ
け
た
だ
け
の
も

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
と
反
対

(風
下
)
側
の
船
尾
に

一
時
的
に
固

定
し
て
、
海
中
に
足
で
踏
み
い
れ
る
。
す
る
と
、
風
下
側
の
船
尾
に
抵

抗
が
く
わ
わ
り
、
先
首
を
風
下
側
に
向
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
側
か
ら
風
を
受
け
て
帆
走
す
る
こ
の
タ
イ
プ
の
カ

ヌ
ー
が
、
船
首
を
風
上
に
つ
っ
こ
も
う
と
す
る

「癖
」
を
修
正
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
踏
み
擢
は
ヨ
ッ
ト
の
セ
ン

タ
ー
ボ
ー
ド

の
役
割
を
も
十
分
に
は
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
船
首
と
船

尾
は
同
形
で
、
そ
れ
ら
の
先
端
上
部
に
Y
字
形
の
装
飾
を
施
し
て
あ
る
。

こ
の
飾
り
は
、
カ
ヌ
ー
の
針
路
を
決
め
る
さ
い
に
、
そ
の
指
針
と
な
る

目
標
物

(星
な
ど
)
を
そ
れ
ら
の
V
字

の
真
中
に
セ
ッ
ト
す
る
た
め
に

も
重
要
で
あ
る
。
船
首
と
船
尾
を
同
形
に
す
る
の
は
、
向
い
風
の
と
き

に
、
そ
れ
ら
を
い
れ
か
え
て
カ
ヌ
ー
を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
不
可
欠
な

構
造
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
は
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
は
、

船
体
中
央
部
か
ら
張
り
だ
し
た
二
本
の
横
木
と
そ

の
先
端
部
に
連
結
さ

れ
た
浮
材
よ
り
な
る
。
こ
の
横
木
と
浮
材
の
用
語
と

し
て
、
筆
者
は
、船尾の踏み擢写真2
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腕
木
と
浮
き
木
を
あ
て
る
こ
と
に
す
る
。
浮
き
木

の
機
能
は
、
カ
ヌ
ー

に
浮
力
を

つ
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
カ
ヌ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と

に
あ
る
。
こ
の
型
の
カ
ヌ
ー
は
、
風
下
側
に
張
り
だ
し
た
帆
に
ア
ウ
ト

リ
ガ
ー
の
方
向
か
ら
、
風
を
受
け
て
進
む
た
め
に
、
風
下
側
に
力
が
か

か
る
し
く
み

に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
は
、
カ

ヌ
ー
の
重
心
を
風
上
側
に
置
こ
う
と
す
る

"重
し
"
の
役
目
を
は
た
し

て
い
る
。

　
そ
の
こ
と
は
、
帆

の
操
作
を
み
れ
ば
明
瞭
に
な
る
。
カ
ヌ
ー
の
帆
走

中
、
帆
は
浮
き
木
の
底
面
を
海
面
に
接
す
る
状
態
に
保
ち
、
で
き
る
だ

け
浮
き
木
の
受
け
る
水
抵
抗
を
抑
え
る
よ
う
に
操
作
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
帆
脚
策
を
ゆ
る
め
て
帆
か
ら
風
を
逃
す
と
、
浮
き
木
が
海
面

下
に
も
ぐ
り
高
波
を
受
け
て
腕
木
が
破
損
す
る
。
逆
に
、
そ
れ
を
し
ぼ

る
と
浮
き
木
が
空
中
に
上
が
り
、
カ
ヌ
ー
が
風
下
側
に
転
覆
す
る
。
ま

た
、
浮
き
木
が
浮
力
を
つ
け
る
目
的
で
取
り

つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
大
き
さ
は
、
大
き
い
ほ
ど
良
い
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
腕
木

と
浮
き
木
の
長
さ
は
、
船
底
部
の
竜
骨

の
長
さ
の
二
分
の
一
と
決
め
ら

れ
て
い
る
。
浮
き
木
が
大
き
す
ぎ
る
と
、
カ
ヌ
ー
の
速
力
は
鈍
り
、
小

さ
す
ぎ
る
と
、
カ
ヌ
ー
転
覆
の
危
険
性
を

つ
ね
に
は
ら
む
と

い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
は
、
カ
ヌ
ー
の
構
造
上
、
安

定
装
置
と
し
て
の
…機
能
を
も

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
上
に
は
、
舷
縁
に
沿

っ
て
厚
板
製
の

一
種
の
甲
板

が
張
ら
れ
、
そ
の
先
端
部
に
棒
で
組
ま
れ
た
格
子
状

の
荷
台
が
置
か
れ

る
。
ま
た
、
船
体
を
は
さ
ん
で
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
反
対
側
に
は
、
二
本

の
支
柱
の
う
え
に
か
ま
ぼ
こ
形
の
さ
し
か
け
の
あ

る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

が
装
着
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
二
本
の
支
柱
を
船
体
中
央
部
に
あ
る
二
本

の
腕
木

の
下
側
に
装
着
さ
せ
る
だ
け
で
、
自
由
に
取
り
外
せ
る
構
造
に

な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
形
態
上
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー

の
反
対
側
に
船
体

か
ら
張
り
だ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
機
能
が
カ
ヌ
ー
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
ぐ
見
抜
け
る
。
そ
れ
と
同
時

に
、
狭

い
ヵ
ヌ
ー
の
空
間
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
、
そ
れ
は
乗
組

員
が
休
憩
し
た
り
、
荷
物
を
置
い
た
り
す
る
た
め
の
、
客
室
お
よ
び
船

倉
と
し
て
の
役
割
を
も
は
た
す

(図
2
参
照
)
。

　
最
後
に
マ
ス
ト
と
帆

の
仕
組
み
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
ワ
ー

・

セ
ラ
ク
の
マ
ス
ト
と
帆
桁
も
独
特
の
構
造
を
し
て
い
る
。
帆
船

の
帆
桁

は
、

一
般
に
、

マ
ス
ト
に
直
交
す
る
二
本

の
横
材

で
あ
る
。
そ
れ
に
た

い
し
、
こ
の
カ
ヌ
ー
の
帆
桁
は
、

一
本
が
船
首
に
垂
直
に
立

っ
て
上
部

で
マ
ス
ト
に
連
結
し
、
も
う

一
本
が
船
首
か
ら
水
平
に
の
び
て
マ
ス
ト

と
は
交
わ
ら
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
水
平
の
帆
桁
は
、

垂
直
の
帆
桁
と
基
部
で
結
ば
れ
、
帆
を
広
げ
る
し
く
み
に
な
る
。
ま
た
、

二
本
の
帆
桁
に
張
ら
れ
る
三
角
帆
は
、
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク

・
ラ
テ
ン
セ
ー

ル
と
よ
ば
れ
、
帆
船
の
そ
れ
と
は
上
下
が
逆
で
、
上
方
部
が
大
き
く
、

下
部
が
小
さ
く
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
形
式

の
帆
は
、
ス
プ
リ
ッ
ト

・
セ
ー
ル
と
よ
ば
れ
る

「
つ
り
お

ろ
し
式
の
三
角
帆
」
の
構
造
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
セ
ァ
ニ
ア
の
帆
の

50



発
達
史

の
な
か
で
も

っ
と
も
進
ん
だ
段
階
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

[
H
o
r
r
i
d
g
e
,
 
1
9
8
7
:
1
6
1
]

。
し
た
が

っ
て
、
風

の
方
向
に
よ

っ
て

帆
桁
を
船
首
と
船
尾
に
、
自
由
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
、
そ
れ

に
と
も
な

っ
て
マ
ス
ト
も
前
後
に
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、

向

い
風
の
場
合
で
も
、
同
形

の
船
首
と
船
尾
と
の
向
き
を
変
え
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
ジ
グ
ザ
グ
航
法
を
と
り
な
が
ら
、
カ
ヌ
ー
を
目
指
す
目
的

地

へ
進
め
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。
こ
の
ジ
グ
ザ
グ
航
法
は
、
ヨ
ッ
ト

の
操
船
方
法

で
い
う
タ
ッ
キ
ン
グ
に
あ
た
る
操
作
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
ヨ
ッ
ト
の
よ
う
に
船
首
を
風
の
上
手
回
し
に
し
て
、
帆
の
裏
で

新
た
に
風
を
受
け
る
と
い
う
危
険
な
操
作
を
必
要
と
し
な
い
。
つ
ま
り
、

船
首
に
あ

つ
た
帆
を
、

マ
ス
ト
を
テ
コ
に
し
て
船
尾
に
移
動
さ
せ
、
そ

れ
ま
で
の
船
尾
を
船
首
と
し
て
帆
走
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
大
三
角
帆
に
風
を
受
け
る
と
、
原
理
的
に
は
、
帆
の
上
方
部
に

大
き
な
風
圧
が
か
か
り
、
カ
ヌ
ー
は
、
不
安
定
な
状
態
に
な
る
。
そ
の

た
め
に
帆
の
は
ら
む
風
を
、
帆
の
中
央
か
ら
下
方
部
に
集
中
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
帆
の
真
中
か
ら
下
方
部
に
か
け
て
風
を
受
け

る
ふ
く
ら
み
を

つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ク
ロ
ン
製
の
布
帆
が
導
入
さ

れ
る
以
前
は
、
タ
コ
ノ
キ
の
葉
で
編
ん
だ
帯
状

マ
ッ
ト
を
た
て
方
向
に

縫

い
合
わ
せ

て
、
帆
が

つ
く
ら
れ
て
い
た
。
も
し
、
二
本
の
帆
桁
に

ま

っ
す
ぐ
な
棒
を
使
用
す
る
と
、
そ
こ
に
張
ら
れ
た
帆
は
、
平
坦
な
形

に
な
る
。
そ
れ
で
、
下
方
の
水
平
帆
桁
に
曲
線
を

つ
け
る
工
夫
に
よ
つ

て
、
二
本
の
帆
桁
に
装
着
す
る
帆
に
ふ
く
ら
み
を
も
た
せ
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
サ
タ
ワ
ル
島
の
帆
走
カ
ヌ
ー
は
、
船
体

の
左
右
非
対
称
形
、
船
首
と
船
尾
同
形
、
つ
り
お
ろ
し
式
三
角
帆
と

マ

ス
ト
の
可
動
性
と

い
う
構
造
に
よ
っ
て
、
オ
セ
ア

ニ
ア
地
域
で
も

つ
と

も
進
ん
だ
シ
ャ
ン
テ
イ
ン
グ

(船
首
と
船
尾
を
入
れ
替
え
て
ジ
グ
ザ
グ

に
前
進
す
る
)
航
法
を
可
能
に
し
て
い
る
。

三
　
力
ヌ
ー
の
寸
法
と
計
測
法

　
カ
ヌ
ー
の
大
き
さ
お
よ
び
各
部
位
の
寸
法
は
、

一
定
の
計
測
法
に
も

と
つ

い
て
わ
り
だ
さ
れ
る
。
そ
の
寸
法
を
決
め
る
基
本
に
な
る
の
は
、

船
体
の
竜
骨
部
の
大
き
さ
で
あ
る
。

　
竜
骨
の
計
測
は
、
セ
ン
ナ
ア
ッ
プ
と
よ
ば
れ
る
伝
統
的
造
船
技
術
を

修
得
し
た
船
大
工
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
の
方
法

に
は
両
手
を
伸
ば
し

た
と
き
の
両
方
の
指

の
端
の
長
さ
が
単
位
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
用
材

に
は
、
主
に
、
パ
ン
ノ
キ

(
A
r
t
o
c
a
r
p
u
s
 
s
p
p
.

.)

が
利
用
さ
れ
る
。
船

大
工
は
、
ま
ず
カ
ヌ
ー
の
用
材
と
な
る
パ
ン
ノ
キ
の
質
を
判
定
し
、
そ

の
寸
法
を
よ
み
と
る
。
た
と
え
ば
、
切
り
倒
し
た
パ
ン
ノ
キ
の
幹

の
太

さ
が

一
尋
半
で
、
用
材
に
使
用
で
き
る
部
分

の
長
さ
が
四
尋
あ
れ
ば

ワ
!

・
セ
ラ
ク
を

つ
く
り
、
長
さ
が
三
尋
程
度
で
あ
れ
ば
、
ム
ァ
ン

・

二

・
プ
ィ
ン

(
m
w
a
n
 
n
i
 
p
w
i
n

)
に
な
る
。

　

サ
タ
ワ
ル
の
カ
ヌ
ー
に
お
い
て
は
、
船
底
部
と
く
に
、
竜
骨
部
の
形

が
カ
ヌ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
と
積
載
能
力
と
を
決
定
す
る
重
要
な
要
因
と
考

51



写真3　 線を手斧で削り落し、
　　　　船底部の形を整える。

 

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
船
大
工
は
、
身
体
部
位
を
も
の
さ
し

に
利
用
し
て
、
入
念
に
寸
法
を
見
き
わ
め
る
。
荒
削
り
が
終

っ
て
か
ら
、

竜
骨
部
の
凹
凸
を
出
す
た
め
に
、
船
底
部
の
外
側
に
指

の
関
節
を
も
の

さ
し
の
基
準
に
し
て

一
〇
本
あ
ま
り
の
線
を
引
き
、
そ
れ
ら
を

一
本
お

き
に
手
斧
で
削
り
落
す
作
業
を
く
り
返
す
。
同
時
に
船
体
内
部
も
船
大

工
の
目
分
量
で
創
り
抜
く
。
ほ
ぼ
、
船
底
部
の
原
形
が
で
き
あ
が
る
と
、

つ
ぎ
に
、
船
首

、
船
尾
、
舷
側
板
を
船
底
部
に
つ
な
ぐ
。
こ
の
段
階
で
、

船
体

の
高
さ
お
よ
び
船
首
、
船
尾
の
竜
骨
に
対
す
る
角
度
と
高
さ
な
ど

を
決
め
、
船
体
を
仕
上
げ
る
。

　
船
体
の
大
き
さ
が
決
ま
る
と
、
そ
れ
と
の
比
例
関
係
で
、
カ
ヌ
ー
の

各
部
分
材
の
す
え

つ
け
位
置
や
そ
の
寸
法
が
、

一
定
の
計
測
基
準
に
も

と
つ
い
て
わ
り
だ
さ
れ
る
。
ま
ず
、
船
体
上
部
中
央
に
、
固
縛
さ
れ
る

二
本
の
腕
木
の
位
置
は
、

マ
ス
ト
を
立
て
る
船
体
の
中
心
点
か
ら
、
船

首
、
船
尾
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
に
、
親
指
と
人
差
し
指

の
つ
け
ね
か
ら
紐

を
各
指
の
先
端
を
ま
わ
し
て
、
小
指
の
第

一
関
節
ま

で
の
長
さ
の
と
こ

ろ
に
決
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
腕
木
の
長
さ
は
、
船
体
の
中
心
点
か
ら

船
首
ま
で
と
か
、
細
ひ
も
を
船
首
を
ま
わ
し
て
垂
直
帆
桁
を
置
く
受
け

木
ま
で
、
さ
ら
に
第
四
横
木
ま
で
の
と
い
う
よ
う
に
し
て
長
さ
が
計
ら

れ
る
。
腕
木
の
長
さ
が
短

い
と
カ
ヌ
ー
は
、
横
ゆ
れ
が
激
し
く
、
転
覆

し
や
す

い
。
そ
の
長
さ
は
、
長

い
程
安
定
性
が
高

い
が
、
波
を
か
ぶ

っ

て
破
損
を
ま
ね
く
。
船
体
に
釣
り
合

っ
た
寸
法
を
見
抜
く
の
が
、
船
大

工
の
腕

の
見
せ
ど
こ
ろ
と
な
る
。

　
腕
木

の
先
端
部
に
固
定
さ
れ
る
浮
き
木
の
長
さ
は
、
船
底
部
の
竜
骨

部
の
長
さ
の
二
分
の

一
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
腕
木
と
浮
き
木
と

を
連
結
す
る
支
柱
の
高
さ
は
、
足

(か
か
と
)
か
ら
膝
ま
で
の
長
さ
が

目
安
に
な
る
。
し
か
し
、
腕
木
の
先
端
部
の
曲
げ
具
合
や
浮
き
木
の
太

さ
は
、
船
大
工
の
判
断
に
ま
か
さ
れ
る
。
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
側
お
よ
び
そ

の
反
対

(風
下
)
側
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
大
き
さ
に
も

一
定
の
基
準

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「客
室
」
と
な
る
風
下
側
の
そ
れ
の
長
さ
は
、

大
人
が
横
に
な

っ
た
と
き
、
頭
か
ら
膝
ま
で
が
は
い
る
寸
法
で
あ
る
。

ま
た
、
八
本
の
横
木
を
船
体
上
部
に
わ
た
す
位
置
、
二
本

の
腕
木
に
補

助
材
を
固
定
す
る
個
所
な
ど
も
所
定
の
計
測
法
で
決
め
ら
れ
る
。

　

船
大
工
が
、
船
体
の
形
と
な
ら
ん
で
気
を
配
る
の
が
帆

の
構
造
で
、
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マ
ス
ト
、
垂
直
帆
桁
と
水
平
帆
桁
の
三
本
の
角
材
の
形
態
と
寸
法
と
で

あ
る
。
マ
ス
ト
は
、
二
本
の
角
材
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
つ
く
る
が
、
そ

の
全
長
は
、
船
尾
か
ら
船
首
側
の
第
四
横
木
ま
で
の
長
さ
が
基
本
に
な

る
。
そ
し
て
、
長
め
に
す
る
と
き
に
は
、
第
四
横
木
ま
で
の
長
さ
に
、

人
差
し
指
か
ら
小
指
ま
で
の
巾
を
く
わ
え
る
。

マ
ス
ト
の
先
端
の
角
材

は
、
両
手
を
広
げ
た
と
き
の
両
手
の
指
先
ま
で
の
長
さ

(
一
尋
)
が
標

準
と
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
マ
ス
ト
の
長
さ
は
、
最
大
で
も
船
体
の

全
長
よ
り
短

い
の
で
あ
る
。

　
垂
直
帆
桁
は
三
本
の
角
材
を
連
結
す
る
。
基
部
は
指
先
か
ら
肘
ま
で

の
長
さ
で
、
消
耗
す
る
と
と
り
か
え
る
。
先
端
部
の
寸
法
は
、
両
手
を

広
げ
た
と
き

の

一
方
の
指
先
か
ら
他
方
の
肘
ま
で
の
長
さ
に
決
め
ら
れ

写真4　 船底部の舷側の厚みを
　　　　 「勘」で決める。

る
。
そ
し
て
、
中
央
部
の
角
材
は
、
全
体
の
長
さ
か
ら
、
基
部
と
先
端

部
の
長
さ
を
差
し
引

い
た
長
さ
に
な
る
。
こ
の
帆
桁

の
全
長
の
計
測
に

は
、
二
種
類
あ
り
、
船
首
の
V
字
装
飾
の
内
側
か
ら
船
尾
ま
で
の
長
さ

と
、
船
首
か
ら
船
尾
よ
り
の
第
四
横
木
ま
で
の
長
さ
に
、
親
指
を
除
い

た
四
指
の
巾
を
く
わ
え
た
長
さ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
垂
直
帆
桁
の

最
大
寸
法
は
、
ほ
ぼ
カ
ヌ
ー
の
全
長
と
同
じ
長
さ

で
あ
る
。

　
そ
れ
に
た
い
し
、
水
平
帆
桁
は
、
船
首
か
ら
船
尾
ま
で
の
長
さ
、
な

い
し
そ
れ
に
船
尾
か
ら
受
け
木
ま
で
の
長
さ
を
加
え
た
長
さ
で
、

マ
ス

ト
お
よ
び
垂
直
帆
桁
よ
り
長

い
。
こ
れ
は
、
四
本

の
角
材
が
組
み
合
わ

さ
れ
、
な
だ
ら
か
な
S
字
型
の
形
態
を
と
る
。
こ
の
形
は
、
前
述
し
た

よ
う
に
、
帆
桁
の
中
央
部
に
た
る
み
を
も
た
せ
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
本
の
帆
桁
に
張
ら
れ
る
帆
は
、
二
等
辺
三
角
形
の
形
に
す
る
。

つ
ま
り
、
垂
直
帆
桁
に
固
定
さ
れ
る
帆
の

一
辺
と
垂
直
帆
桁
と
水
平
帆

桁
双
方
の
先
端
部
に
広
が
る
帆
の

一
辺
と
が
同
じ
長

さ
に
決
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
帆
は
、
帆
走
中
の
気
象
状
況

に
よ
っ
て
、
広
げ

た
り
せ
ば
め
た
り
、
随
時
調
節
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
垂
直
帆
桁
の
先
端

部
と
水
平
帆
桁
の
先
端
部
と
を
つ
な
ぐ
動
索
に
よ

っ
て
操
作
さ
れ
る
。

強
風
の
場
合
に
は
、
水
平
帆
桁
を
立
て
る
た
め
に
、
帆
の
形
は
、
カ
ニ

の
は
さ
み
型
に
な
る

[須
藤
、

一
九
八
〇
]
。

　
以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
カ
ヌ
ー
の
部
分
や
礒
装
の
計
測
に
は
、

人
間
の
身
体
部
位

の
長
さ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
カ
ヌ
ー
の

コ
心
臓
L
と
み
な
さ
れ
て
い
る
竜
骨
部
分

の
凹
凸

の
形
を
つ
く
り
だ
す
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の
に
、
手
の
指
の
関
節
、
親
指
の
つ
け
ね
か
ら
各
指
の
先
端
ま
で
、
手

を
広
げ
た
と
き
の
親
指
と
他
の
指
の
そ
れ
ぞ
れ
の
指
先
、
指
を
そ
ろ
え

た
と
き
の
巾
な
ど
の
長
さ
が
適
用
さ
れ
る
。
船
底
部
の
長
さ
や
帆
を
張

る
柱
な
ど
の
計
測
に
は
、
尋
が
単
位
と
な
る
。
そ
し
て
、
船
体

の
寸
法

が
決
定
す
る
と
腕
木
、

マ
ス
ト
、
帆
桁
な
ど
の
長
さ
は
、
そ
れ
と
の
関

係
で
わ
り
だ
さ
れ
る
。

四
　
カ
ヌ
ー
の
建
造

外
洋
航
海
用
カ
ヌ
ー
、
ワ
ー

・
セ
ラ
ク
の
建
造
に
は
、
三
〇
あ
ま
り

の
工
程
が
あ
る
。
主
要
な
段
階
だ
け
を
列
記
す
る
と

つ
ぎ
の
よ
う
に
な

る
。
　
1
　
用
材

の
切
り
倒
し
と
カ
ヌ
ー
部
材
の
切
り
離
し
。

　
2
　
竜
骨
部
の
外
形
を
整
え
る
た
め
の
材

の
は
ぎ
落
し
。

　
3
　
竜
骨

の
内
側
の
剖
り
抜
き
。

　
4
　
船
首
、
船
尾
の
創
り
抜
き
。

　
5
　
舷
側
板

の
劇
り
抜
き
。

　
6
　
竜
骨
部
の
最
終
的
計
測
と
形
態
を
整
え
る
た
め
の
削
り
込
み
。

　
7
　
竜
骨

へ
の
船
首
、
船
尾
の
一
時
的
固
定
と
、
高
さ
、
角
度
、
巾

　
　
　
の
調
整
。

　
8
　
竜
骨

へ
舷
側
板
の
仮
の
張
り
合
わ
せ
と
、
高
さ
、
巾
の
調
整
。

　
9
　
竜
骨
部
に
船
首
、
船
尾
お
よ
び
舷
側
板
を
紐
で
張
り
合
わ
せ
て
、

　
　
　
船
体
内
外
の
整
形
。
そ
れ
ら
を
取
り
外
し
て
、
薄
く
な
め
ら
か

　
　
　
に
削
り
込
む
最
後
の
仕
上
げ
。

　

10
　
竜
骨
部
、
船
首
、
船
尾
、
舷
側
板
に
孔
を
あ
け
、
そ
れ
ら
を
コ

　
　
　

コ
ヤ
シ
の
繊
維
を
パ
ッ
キ
ン
グ
に
、
パ
ン
ノ
キ
の
樹
液
で
接
着

　
　
　
し
、
ヤ
シ
紐
で
固
縛
す
る
。

　

1ー
　
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
二
本
の
腕
木
を
船
体
中
央
部
に
接
着
し
、
固

　
　
　
縛
す
る
。

　

12
　
船
体
に
八
本
の
横
木
と
垂
直
帆
桁
の
受
け
木
を
わ
た
す
。

　
13
　
舷
縁
を
船
体
に
接
着
し
、
固
縛
す
る
。

　

14
　
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
上
に
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
据
え
つ
け
る
。

　
15
　
船
体
を
最
終
的
に
修
正
し
、
磨
く
。

　
16
　
腕
木
に
補
助
材
お
よ
び
浮
き
木
を

コ
コ
ヤ
シ
紐
で
連
結
す
る
。

　
17
　
船
体
、
船
首
、
船
尾
、
舷
側
板
を
固
縛
し
た
小
孔
に
サ
ン
ゴ
製

　
　
　
の

「セ
メ
ン
ト
」
を
つ
め
る
。

　
18
　
風
下
側
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
製
作
。

　
19
　

マ
ス
ト
、
帆
桁
、
帆

の
製
作
と
帆
桁

へ
の
帆

の
張
り
付
け
。

　
こ
れ
ら
の
工
程
の
う
ち
、
1
～
5
ま
で
は
用
材
を
倒
し
た
森

で
の
仕

事
で
、
そ
れ
以
後

の
作
業
は
カ
ヌ
ー
小
屋
で
行
わ
れ
る
。
と
く
に
、
6

～
7
の
段
階
に
多
く
の
日
数
を
要
し
、
ま
た
カ
ヌ
ー
を
建
造
す
る
人
び

と
以
外
の
も
の
の
カ
ヌ
ー
小
屋

へ
の
立
入
り
を
禁
止
す
る
。
こ
れ
は
、

そ
の
段
階
の
製
作
技
術
が
カ
ヌ
ー
作
り
の
中
枢
を

な
す
の
で
、
秘
密
を

守
る
こ
と
と
、
カ
ヌ
ー
建
造
を
守
護
す
る
カ
ミ

へ
の
儀
礼
が
催
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、
現
在
で
も
、
斧
と
手
斧
を
基
本
的
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な
道
具
と
し

て
お
り
、
常
時
七
～
八
人
の
働
き
手
で
、
少
な
く
と
も
六

か
月
の
日
数

が
か
か
る
。
実
際
に
は
、
用
材

の
乾
燥
の
度
合
な
ど
を
考

慮
し
て
作
業
を
進
め
る
の
で
、

一
そ
う

の
大
型
帆
走
カ
ヌ
ー
を
建
造
す

る
に
は
、

一
年
半
～
二
年
を
要
す
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
す
る
以
前

(
一
九
五
三
年
)
は
、
カ
ヌ
ー
建
造

写真5　 船底部、舷側板、舷縁を

　　　　 ココヤシロープで縫合する。

の
諸
過
程
に
多
く
の
タ
ブ
ー
が
と
も
な
い
、
ま
た
種

々
の
儀
礼
が
行
わ

れ
て
い
た

[須
藤

・
サ
ウ
ロ
マ
ン
、

一
九
八

一
、
石
森
、

一
九
八
五
]
。

そ
れ
ら
は
、
パ
ン
ノ
キ
に
宿
る
カ
ミ
や
ヵ
ヌ
ー
の
守
護
神
に
た
い
す
る

も
の
で
あ
る
。
万

一
、
そ
の
タ
ブ
ー
を
犯
し
、
儀
礼
を
実
施
し
な
か
っ

た
り
す
る
と
、
完
成
し
た
カ
ヌ
ー
は
、

一
晩
の
う
ち

に
壊
れ
て
し
ま

っ

た
り
、
竜
骨
部
分
に
亀
裂
が
は
い
っ
た
り
、
ま
た
そ

の
カ
ヌ
ー
で
漁
に

出
て
も
不
漁
が
続
く
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

　
以
上
で
み
た
よ
う
に
、
サ
タ
ワ
ル
の
カ
ヌ
ー
建
造
は
、

一
定
の
計
測

法
に
も
と
つ
い
て
、
多
く
の
過
程
を
経

て
実
施
さ
れ
る
が
、
カ
ヌ
ー
の

性
能
の
良
し
悪
し
は
、
か
な
ら
ず
生
ず
る
。
具
体
的

に
は
、
ス
ピ
ー
ド

が
で
な
い
と
か
、
風
上
側
に
向
く
癖
が
強

い
と
か
、
荷
物
を
積
め
な

い
、

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
な

"不
測
の
事
態
"
も
お
こ
る
。

そ
の
た
め
に
、
サ
タ
ワ
ル
島

の
カ
ヌ
i
建
造
法
は
、
伝
統
的
計
測
法
に

も
と
つ
く
技
術
的
側
面
だ
け
で
な
く
、
呪
術

・
宗
教
的
な

「力
」
を
も

く
み
い
れ
た
知
識
体
系
を
基
盤
に
し
て
な
り
た

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

・
サ
タ
ワ
ル
島
の
帆
走
用
シ
ン
グ
ル

・
ア

ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
の
構
造
、
計
測
法
お
よ
び
建
造
過
程
に
つ
い
て
記

述
し
た
。
そ
の
カ
ヌ
ー
の
構
造
的
特
徴
は
、
船
体

が
、
左
右
非
対
称
、

V
字
形
と
船
首

・
船
尾
同
形
と

い
う
点
に
あ
る
。
計
測
法
に
お
い
て
は
、

竜
骨
部

の
寸
法
が
カ
ヌ
ー
全
体
の
大
き
さ
を
決
定
す
る
基
準
に
な

っ
て
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写真6　 完成後、カヌーの良 し悪 しを

　　 　 占う儀礼 をもよおす。

 

い
る
。
し
か
し
、
カ
ヌ
ー
の
各
部
材
の
寸
法
を
わ
り
だ
す
た
め
の

「土

着
的
」
な
計
測
体
系
は
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
れ
が
、
絶
対
的
基
準
に

は
な
っ
て
お
ら
ず
、
船
体
の
形
態
、
各
部
材
の
太
さ
や
重
量
な
ど
に
関

し
て
は
、
船
大
工
の
独
自

の
判
断

(「勘
」
)
が
大
き
な
意
味
を
も

つ
。

と
く
に
船
体
内
部
の
形
お
よ
び
船
巾
に
い
た

っ
て
は
、
特
定

の
計
測
法

が
な
く
、
船
大
工
の
眼
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
建

造
法

の
点

で
は
、
竜
骨
部
、
船
首
、
船
尾
と
舷
側
と
を

別
々
に
製
作

し
、
張
り
合
わ
せ
る
方
法
を
と
る
。
こ
の
主
要
な
三
部
材

を
別
個
に
す
る
の
は
、
用
材
の
大
き
さ
や
材
質
に
制
約
さ
れ
る
面
も
あ

る
が
、
他
方

の
大
き
な
要
因
は
、
竜
骨
部
の
材

(丸
太
)
の
芯
を
除
去

す
る
こ
と
に
あ
る
。
用
材
に
適
当
な
大
き
さ
の
パ
ン
ノ
キ
の
幹
は
、
そ

の
中
心
部
が
腐
食
し
空
洞
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

一
本
の
丸

太
か
ら
竜
骨
部
を
剖
り
抜
く
際
に
、
そ
の
空
洞
部
分

(芯
)
を
取
り
除

く
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
を
除
い
た
竜
骨
に
船
首

と
船
尾
と
を
そ
れ
ぞ
れ
張
り
合
わ
せ
る
サ
タ
ワ
ル
の
建
造
法
は
、
合
理

的
な
方
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
船
体
を
複
数

の
部
材
で
構
成

さ
せ
る
方
法
は
、
あ
る
部
材
が
破
損
し
た
場
合
に
、
そ
の
個
所
だ
け
を

と
り
か
え
れ
ば
よ
い
の
で
、
比
較
的
、
長
年
に
わ
た

っ
て
の
カ
ヌ
ー
の

使
用
を
可
能
に
す
る
。

　
サ
タ
ワ
ル
で
は
、
部
材
の
破
損
が
生
じ
な
く
て
も
、
二
～
三
年
ご
と

に
船
体
を
解
体
し
、
再
度
張
り
合
わ
せ
る
作
業
を
実
施
す
る
。
こ
れ
は
、

各
部
材
の
接
着
に
使

っ
た
パ
ン
ノ
キ
の
樹
液
、
パ

ッ
キ
ン
グ
の
役
割
を

し
た
コ
コ
ヤ
シ
外
皮
、
固
縛
に
用
い
た
コ
コ
ヤ
シ
の
紐
や
つ
な
ぎ
目
に

う
め
た
サ
ン
ゴ
製
セ
メ
ン
ト
が
古
く
な
り
、
水
も
れ
を
起
こ
す

の
を
防

ぐ
た
め
で
あ
る
。
こ
の
補
修
と
再
生
の
作
業
を
く
り
返
せ
ば
、
大
型
帆

走
カ
ヌ
ー
は
、
二
〇
年
間
の
使
用
が
可
能
に
な
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
設
計
図
、
近
代
的
な
計
測
器
な
ど
を
使
用
せ
ず
、

斧
と
手
斧
だ
け
で
つ
く
ら
れ
、

一
、
○
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
航
海

に
耐
え
る
サ
タ
ワ
ル
島

の
ワ
ー

・
セ
ラ
ク
は
、
船
大
工
の
経
験
と
勘
と

に
よ

っ
て
建
造
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
船
体

の
構

造
と

「
つ
り
お
ろ
し
式
」
の
帆
の
し
く
み
と
に
よ

っ
て
、
オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
で
、
も

っ
と
も
発
達
し
た
航
海
技
術
で
あ
る
シ
ャ
ン
テ
ィ
ン
グ
の

航
法
を
可
能
に
し
た
カ
ヌ
ー
を
つ
く
り
あ
げ
た
造
船
技
術
は
、
注
目
に
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す

る
と
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よ
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